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論文の内容の要旨
















57.9%)であった。調査内容は、職員の基本属性、職業性ストレス簡易調査票 (BriefScales for Job Stress; 























申請者は、職場環境要因は 20歳代が30歳代・ 40歳代に比べ負荷が低かった一方、精神的健康度は 20歳代
が最も悪いとの今回の横断調査の結果から、単に職場環境要因のみへの対策では十分な心の健康問題の予紡
効果は得られず、個人のストレス対処能力へも働きかける必要があるのではないかと考察している。
また、縦断研究における、ストレス対処能力が i年後の精神的健康度を予測する因子であることを示す結
果は、フィンランドにおける先行研究の結果を支持するものであり、メンタルヘルス不全発症を未然に紡ぐ
という一次予防的観点から、 SOCが低い群に対する対策を行う必要があるのではないかと考察している。
審査の結果の要旨
大規模横断研究において、個体のストレス対処能力が精神的健康度を規定する重要な因子であることを見
いだしたのみならず、縦断研究により、ストレス対処能力の指標である SOCが i年後の精神的健康度に影
響することを示した点は、メンタルヘルス不全の一次予紡における SOCの重要性を示す点で説得力をもち、
労働衛生学研究において重要な知見と考えられるのみならず、将来的に、職場におけるメンタルヘルス対策
の実践の場面においても、重要な意義を有すると考えられる。論文は、全般にわたり、丁寧かつ詳細に書か
れており、研究の背景に関する記述は特に充実している。解析結果の考察、摂界と課題、提言も、科学的論
理性を持ってしっかり書かれており、高く評価できるO
よって、著者は博士(医学)の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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